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変
貌
す
る
全
米
自
動
車
労
組
（
Ｕ
Ａ
Ｗ
）
 

　
　
　
―
米
国
進
出
日
本
自
動
車
企
業
の
組
織
化
の
可
能
性
 

元
・
在
デ
ト
ロ
イ
ト
日
本
国
総
領
事
館
専
門
調
査
員
　
山
崎
　
憲
 

ソリダリティ・ハウスと呼ばれるUAW本部（デトロイト市） 

　
好
調
な
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
を

除
き
、
米
国
自
動
車
企
業
が
北
米
市
場
で
危

機
に
喘
い
で
い
る
。
二
〇
〇
六
年
三
月
の
新

車
販
売
台
数
の
市
場
シ
ェ
ア
は
、
Ｇ
Ｍ
が
対

前
年
同
月
比
一
四
・
六
％
減
の
二
三
・
三
％
、

フ
ォ
ー
ド
が
四
・
七
％
減
の
一
七
・
八
％
。

市
場
全
体
の
新
車
販
売
台
数
は
対
前
年
同
月

比
二
・
九
％
の
減
少
で
し
か
な
い
。
こ
の
危

機
に
際
し
て
、
Ｇ
Ｍ
、
フ
ォ
ー
ド
と
も
に
工

場
閉
鎖
、
従
業
員
削
減
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
に
も
、
米
国
自
動
車
企
業
は

危
機
に
直
面
し
た
。
日
本
製
自
動
車
の
シ
ェ

ア
急
伸
が
原
因
だ
っ
た
。
今
回
の
危
機
は
労

使
関
係
の
視
点
か
ら
見
る
と
一
九
七
〇
年
代

と
は
性
質
が
異
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
大

き
な
相
違
点
は
、
全
米
自
動
車
労
組
（
Ｕ
Ａ

Ｗ
）
が
経
営
側
に
要
求
を
突
き
つ
け
る
だ
け

の
立
場
か
ら
、
責
任
を
問
わ
れ
る
経
営
の
当

事
者
の
一
人
と
し
て
の
立
場
へ
と
変
わ
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
一
方

で
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
労
働
組
合
と
し
て
の
矛
盾
も

同
時
に
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

  

米
国
自
動
車
産
業

に
お
け
る 

　
従
来
の
労
使
関
係 

　
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
前
半

に
か
け
て
、
米
国
自
動
車
企
業
と
Ｕ
Ａ
Ｗ
が

直
面
し
た
危
機
は
北
米
市
場
に
お
け
る
日
本

製
自
動
車
の
シ
ェ
ア
上
昇
に
起
因
し
て
い
た
。

日
本
製
自
動
車
の
市
場
競
争
力
は
「
価
格
の

安
さ
」
で
あ
る
と
米
国
自
動
車
企
業
と
Ｕ
Ａ

Ｗ
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
、
危
機
回
避

の
方
策
は
「
価
格
の
安
さ
」
を
取
り
除
き
、

日
米
の
市
場
競
争
力
を
平
準
化
す
る
と
い
う

方
向
に
向
か
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
円
高
を

誘
導
す
る
一
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
に
よ

る
日
本
か
ら
の
輸
入
自
動
車
価
格
の
上
昇
、

日
本
自
動
車
企
業
の
対
米
輸
出
台
数
自
主
規

制
と
い
う
形
と
な
っ
た
。
一
方
、
日
本
自
動

車
企
業
側
と
し
て
は
、
貿
易
問
題
を
回
避
す

る
た
め
に
北
米
で
の
現
地
生
産
を
行
う
こ
と

と
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
後
押
し

も
あ
っ
た
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
側
と
し
て
は
、
北
米
現

地
生
産
が
簡
単
に
は
軌
道
に
乗
ら
ず
、
か
つ

日
本
よ
り
も
人
件
費
の
高
い
米
国
の
労
働
者

を
使
う
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、
「
価
格
の
安

さ
」
と
い
う
日
本
車
の
優
位
性
を
北
米
市
場

で
発
揮
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
い
う
思

惑
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
自
動
車
企
業
が

北
米
で
現
地
生
産
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、

少
な
く
と
も
米
国
で
の
雇
用
と
経
済
に
貢
献

す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
労
働
者
を
Ｕ

Ａ
Ｗ
が
組
織
化
す
る
こ
と
は
比
較
的
に
容
易

だ
ろ
う
と
見
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時

点
で
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
三
つ
の
誤
算
を
し
た
。 

　
日
本
車
の
強
み
は
、
「
価
格
の
安
さ
」
だ

け
で
な
く
「
品
質
の
良
さ
と
生
産
性
の
高
さ
」

に
も
あ
っ
た
こ
と
、
日
本
自
動
車
企
業
の
北

米
現
地
生
産
が
予
想
以
上
に
早
く
成
功
し
て

本
国
と
遜
色
の
な
い
品
質
を
達
成
し
た
こ
と
、

日
本
自
動
車
企
業
の
北
米
現
地
工
場
の
組
織

化
が
ま
っ
た
く
進
ま
な
い
こ
と
が
誤
算
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
北
米
市
場
の
日
本
自
動

車
企
業
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
貿
易
問
題
か
ら

純
粋
な
国
内
市
場
競
争
へ
と
変
化
し
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
米
国
自
動
車
企
業

の
労
使
関
係
も
大
き
く
影
響
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。 

 

従
来
、
米
国
自
動
車
産
業
の
労
使
関
係
は

三
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
か
れ
て
機
能
を
分
担
し

て
き
た
。
市
場
寡
占
の
状
態
に
あ
っ
た
Ｇ
Ｍ
、

フ
ォ
ー
ド
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

を
一
ま
と
ま
り
に
し
た
経
営
者
側
と
Ｕ
Ａ
Ｗ

代
表
（
Ｕ
Ａ
Ｗ
中
央
執
行
委
員
）
で
構
成
さ

れ
る
レ
ベ
ル
、
個
別
企
業
ト
ッ
プ
の
経
営
層

と
企
業
別
Ｕ
Ａ
Ｗ
代
表
で
構
成
さ
れ
る
レ
ベ

ル
、
個
別
企
業
内
の
単
一
事
業
所
も
し
く
は

複
数
事
業
所
の
監
督
者
と
単
一
事
業
所
も
し

く
は
複
数
事
業
所
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
（
ロ
ー
カ
ル
Ｕ

Ａ
Ｗ
）
の
レ
ベ
ル
が
そ
れ
で
あ
る
。
最
上
位

の
レ
ベ
ル
で
生
産
シ
ス
テ
ム
に
労
組
が
関
与

し
な
い
こ
と
で
労
使
が
合
意
。
次
の
レ
ベ
ル

で
は
そ
の
見
返
り
と
し
て
賃
金
を
始
め
と
す

る
労
働
条
件
決
定
に
労
組
が
優
先
権
を
握
る
。

最
後
の
レ
ベ
ル
（
ロ
ー
カ
ル
・
レ
ベ
ル
）
で

は
、
経
営
側
主
導
で
現
場
に
導
入
さ
れ
る
生

産
シ
ス
テ
ム
に
行
き
過
ぎ
が
な
い
よ
う
に
労

働
組
合
が
規
制
を
か
け
る
。
こ
の
第
二
の
レ

ベ
ル
で
労
働
組
合
側
が
有
利
な
条
件
を
引
き

出
す
こ
と
を
後
押
し
す
る
の
が
、
パ
タ
ー
ン

交
渉
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
交
渉
方
法
で
あ
る
。

パ
タ
ー
ン
交
渉
は
Ｇ
Ｍ
、
フ
ォ
ー
ド
、
ク
ラ

イ
ス
ラ
ー
の
三
社
が
市
場
寡
占
の
状
態
に
あ

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
側
が
、

例
え
ば
Ｇ
Ｍ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
企
業
に
設
定
し

て
労
働
条
件
交
渉
に
当
た
る
こ
と
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
。
そ
の
際
に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
楯

に
交
渉
を
進
め
る
が
、
Ｇ
Ｍ
側
と
し
て
は
ス

ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
操
業
停
止
が
他
の
二
社
の

直
接
の
利
益
と
な
る
た
め
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
側
の
要

求
に
対
し
て
譲
歩
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の

交
渉
は
、
フ
ォ
ー
ド
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
と
連

続
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
楯
に
行
っ
て
同
様
に

経
営
側
か
ら
譲
歩
を
引
き
出
し
、
結
果
と
し

て
三
社
の
人
件
費
負
担
に
関
し
て
競
争
条
件

を
平
準
化
す
る
と
い
う
副
産
物
を
も
た
ら
す
。

し
か
し
、
北
米
現
地
生
産
を
行
う
日
本
自
動

車
企
業
が
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
組
織
化
を
阻
む
と
い
う

こ
と
に
よ
っ
て
パ
タ
ー
ン
交
渉
は
有
名
無
実

化
し
た
。
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
日
本
自
動 
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デトロイト川岸にそびえるGM本社（右手のビル群） 

車
企
業
に
は
影
響
力
が
及
ば
な
い
か
ら
で
あ

る
。
米
国
自
動
車
企
業
の
一
つ
に
対
し
て
ス

ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
て
操
業
停
止
に
す
る
こ

と
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
受
け
る
可
能
性
の
な

い
日
本
自
動
車
企
業
を
有
利
に
す
る
だ
け
で

あ
る
。 

 

パ
タ
ー
ン
交
渉
の
行
き
詰
ま
り
に
加
え
て

、

日
米
の
自
動
車
企
業
が
純
粋
な
市
場
競
争
を

開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
日
本
自

動
車
企
業
の
北
米
工
場
の
組
織
化
が
進
ま
な

い
限
り
、
米
国
自
動
車
産
業
の
従
来
型
の
労

使
関
係
モ
デ
ル
は
存
続
不
可
能
に
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
一
九

八
〇
年
代
か
ら
日
本
自
動
車
企
業
の
北
米
工

場
の
組
織
化
を
至
上
命
題
と
し
て
、
パ
タ
ー

ン
交
渉
と
従
来
型
の
労
使
関
係
モ
デ
ル
の
復

活
を
試
み
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

Ｕ
Ａ
Ｗ
に
組
織
化
さ
れ
て
い
る
米
国
自
動
車

企
業
の
市
場
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
の
方

策
も
探
っ
て
来
た
。 

  

新

し
い
労
使
関
係
の
枠
組
み 

　
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
行
っ
た
米
国
自
動
車
企
業
の
市

場
競
争
力
強
化
の
た
め
の
方
策
は
、
「
品
質

の
良
さ
、
生
産
性
の
高
さ
」
と
認
識
さ
れ
て

い
た
日
本
自
動
車
企
業
の
「
強
み
」
に
追
い

つ
く
た
め
、
経
営
側
に
全
面
的
に
協
力
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
来
型
の
労
使
関

係
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
で
言
え
ば
、
最
上
位
の

レ
ベ
ル
で
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
経
営
に
参
画
し
て
「
品

質
の
良
さ
、
生
産
性
の
高
さ
」
に
協
力
す
る

こ
と
を
合
意
、
第
二
の
レ
ベ
ル
で
は
企
業
別

に
結
ば
れ
る
労
働
協
約
の
中
に
、
「
品
質
の

良
さ
、
生
産
性
の
高
さ
」
を
達
成
す
る
た
め

の
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
織
り
込
む
こ
と

に
な
っ
た
。
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
で
は
、
生
産
現

場
へ
の
チ
ー
ム
コ
ン
セ
プ
ト
の
導
入
、
職
務

区
分
の
削
減
、
知
識
・
能
力
給
の
導
入
、
労

使
の
区
別
な
い
駐
車
場
お
よ
び
社
員
食
堂
の

設
置
を
柱
と
す
る
Ｍ
Ｏ
Ａ
ｓ（M

odern O
p-

erating A
greem

ents

）、
労
働
者
の
配
置

転
換
に
関
す
る
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
Ｐ
Ｏ
Ａ 

（Progressive O
per-

ating Agreem
ent

）、
モ
デ
ル
ご
と
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
専
属
メ
ン
バ
ー
を
大
部
屋
に
集
め

て
開
発
を
行
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
チ
ー

ム
制
の
導
入
を
柱
と
し
た
製
品
開
発
組
織
改

革
が
行
わ
れ
た
。
フ
ォ
ー
ド
は
「
品
質
第
一

（Q
uality Is Job 1

）」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

品
質
改
善
責
任
の
現
場
作
業
員
へ
の
委
譲
や

部
門
を
超
え
た
連
携
の
促
進
、
労
働
者
へ
の

複
数
の
職
務
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
労
使

の
合
意
の
下
に
導
入
し
た
。
Ｇ
Ｍ
は
、
労
使

に
よ
る
品
質
改
善
研
究
会（The U
AW
-G
M
 

Joint Q
uality Study

）を
立
ち
上
げ
、
Ｕ
Ａ

Ｗ
‐
Ｇ
Ｍ
部
門
ト
ッ
プ
と
Ｇ
Ｍ
労
使
関
係
担

当
副
社
長
連
名
で
労
使
共
同
の
品
質
改
善
に

関
す
る
会
議
開
催
を
決
定
し
た
。
こ
の
会
議

で
は
、
Ｇ
Ｍ
と
Ｕ
Ａ
Ｗ
ト
ッ
プ
が
労
使
共
同

の
品
質
戦
略
に
参
加
し
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
し

続
け
る
こ
と
、
品
質
改
善
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
の
教
育
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る

こ
と
、
品
質
改
善
の
た
め
の
労
使
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
セ
ス
を
つ
く
る
こ
と
、

労
使
共
同
行
動
に
関
す
る
計
画
と
構
造
を
つ

く
る
こ
と
、
不
断
の
改
善
と
ム
ダ
を
排
除
す

る
全
社
的
な
巻
き
込
み
を
実
施
す
る
こ
と
、

品
質
改
善
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
報
償
シ
ス
テ
ム

を
作
る
こ
と
、
な
ど
の
七
項
目
が
確
認
さ
れ
、

労
働
協
約
に
織
り
込
ま
れ
た
。 

　
こ
れ
ら
の
合
意
は
、
主
と
し
て
労
使
関
係

の
最
上
位
と
第
二
の
レ
ベ
ル
、
す
な
わ
ち
Ｇ

Ｍ
、
フ
ォ
ー
ド
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
三
社
の
産

業
全
体
と
Ｕ
Ａ
Ｗ
ト
ッ
プ
お
よ
び
企
業
別
の

経
営
側
ト
ッ
プ
と
企
業
別
Ｕ
Ａ
Ｗ
ト
ッ
プ
と

の
間
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
米
国
自
動
車
産
業
の
労
使
関
係
で
は
、

三
つ
の
レ
ベ
ル
の
う
ち
、
最
下
層
の
ロ
ー
カ

ル
・
レ
ベ
ル
の
自
治
権
が
非
常
に
強
い
と
い

う
伝
統
的
な
特
徴
を
持
つ
。
企
業
別
労
使
の

間
、
つ
ま
り
第
２
の
レ
ベ
ル
で
結
ば
れ
る
全

国
労
働
協
約
は
最
下
層
の
ロ
ー
カ
ル
・
レ
ベ

ル
に
強
力
な
拘
束
力
を
持
つ
わ
け
で
は
な
く
、

ロ
ー
カ
ル
・
レ
ベ
ル
が
独
自
に
結
ぶ
ロ
ー
カ

ル
労
働
協
約
が
全
国
労
働
協
約
に
優
越
的
な

権
限
を
有
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
「
品
質
の
良
さ
、
生
産
性
の
高
さ
」

を
達
成
す
る
労
使
協
調
と
い
っ
て
も
、
実
際

は
ロ
ー
カ
ル
・
レ
ベ
ル
の
選
択
に
任
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
ー
カ
ル
・
レ
ベ

ル
間
の
連
携
や
情
報
共
有
が
ほ
と
ん
ど
な
さ

れ
な
い
と
い
う
実
情
も
あ
り
、
全
国
統
一
的

な
労
使
協
調
が
達
成
さ
れ
る
た
め
の
条
件
が

整
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
条

件
の
な
か
で
、
ロ
ー
カ
ル
・
レ
ベ
ル
の
民
主

的
な
意
思
決
定
に
よ
る
協
力
を
得
る
と
い
う
、

言
わ
ば
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
な
改
革
に
頼
る

品
質
と
生
産
性
の
改
善
努
力
が
行
わ
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。 

  

Ｇ
Ｍ
‐Ｕ
Ａ
Ｗ
の
改
革
例 

　
Ｇ
Ｍ
に
お
い
て
品
質
と
生
産
性
改
善
活
動

の
先
頭
に
立
っ
た
の
は
、
現
Ｇ
Ｍ-

Ｕ
Ａ
Ｗ-

Ｃ
Ｈ
Ｒ（C

enter for H
um
an Resources

）

の
Ｇ
Ｍ
側
代
表
ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
、
Ｕ

Ａ
Ｗ
側
代
表
ト
ム
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
両
氏
で

あ
る
。
彼
ら
の
組
織
変
革
手
法
は
、
Ｇ
Ｍ
会

長
と
Ｕ
Ａ
Ｗ
会
長
と
い
う
ト
ッ
プ
二
人
を
説

得
す
る
と
い
う
方
法
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
こ
か
ら
は
、
Ｇ
Ｍ
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
双
方
か
ら
二

人
に
改
革
の
た
め
の
全
権
が
渡
さ
れ
た
が
、

全
米
の
す
べ
て
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
ロ
ー
カ

ル
Ｕ
Ａ
Ｗ
幹
部
に
改
革
の
意
味
を
理
解
さ
せ

て
自
ら
動
く
の
を
待
つ
と
い
う
方
法
を
選
択

し
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
行
う
と
い
う
こ
と
は

し
な
か
っ
た
。
品
質
と
生
産
性
の
向
上
が
な

ぜ
大
事
な
の
か
、
労
使
が
な
ぜ
協
調
し
な
く

て
は
い
け
な
い
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
改
善
が

可
能
な
の
か
、
と
い
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
二

人
が
つ
く
っ
た
テ
キ
ス
ト
や
ビ
デ
オ
な
ど
を

用
い
て
、
講
習
会
を
開
催
し
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
弁
に
よ
れ
ば
、
講
習
会
は
全
米
規
模

で
何
度
も
何
度
も
開
催
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
労
使
双
方
と
も
に
反
発
が
あ
り
、
た

と
え
ば
Ｕ
Ａ
Ｗ
側
代
表
ト
ム
・
ウ
ィ
ー
ク
リ

ー
氏
は
Ｇ
Ｍ
役
員
に
労
使
協
調
の
た
め
の
合

意
書
を
取
り
付
け
た
時
の
こ
と
に
触
れ
、
役

員
側
が
書
類
を
机
に
叩
き
つ
け
、
「
会
長
の

命
で
仕
方
な
し
に
や
る
の
だ
！
」
と
の
言
葉

を
投
げ
つ
け
ら
れ
た
と
話
し
て
く
れ
た
。
改

革
努
力
は
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
進
み
、

劇
的
な
変
化
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
着
実

に
進
歩
を
遂
げ
続
け
た
。
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
、

ウ
ィ
ル
バ
ー
両
氏
は
、
Ｇ
Ｍ
と
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
労

使
協
調
は
全
国
労
働
協
約
に
織
り
込
む
こ
と

は
し
て
も
、
仔
細
に
渡
る
方
法
論
に
つ
い
て
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ロ
ー
カ
ル
労
働
協
約
の
中
に
書
き
込
ま
せ
る

つ
も
り
は
な
い
と
述
べ
た
。
も
っ
と
も
肝
心

な
こ
と
は
、
そ
れ
が
自
発
的
な
改
革
努
力
で

あ
り
、
ロ
ー
カ
ル
・
レ
ベ
ル
の
労
使
が
人
間

的
な
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
き
く
市
場
シ
ェ
ア

を
下
げ
て
い
る
現
在
で
は
あ
る
が
、
品
質
、

生
産
性
を
調
査
す
る
ハ
ー
バ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
、

Ｊ
Ｄ
パ
ワ
ー
と
い
っ
た
調
査
会
社
の
結
果
を

見
る
と
Ｇ
Ｍ
は
日
本
自
動
車
企
業
の
生
産
す

る
自
動
車
の
品
質
、
生
産
性
に
肉
薄
し
て
き

て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
超
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
少
な
く
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。 

  

Ｕ
Ａ
Ｗ
の
不
幸
と
四
つ
目
の
誤
算
が 

　
転
機
に
な
る
か 

　
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
誤
算
は
、
日
本
車
の
強
み
が
「
価

格
の
安
さ
」
だ
け
で
あ
る
と
誤
解
し
た
こ
と
、

日
本
自
動
車
企
業
の
北
米
現
地
生
産
が
早
期

に
成
功
し
な
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
、
日
本

自
動
車
企
業
の
北
米
現
地
工
場
の
組
織
化
が

困
難
で
あ
る
と
の
認
識
が
な
か
っ
た
こ
と
、

の
三
つ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
の
誤

算
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
日
本
車
の
強
み
は

「
品
質
と
生
産
性
」
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
消
費
者
満
足
度
に
良
く
現
れ
て
い
る
。

品
質
と
生
産
性
で
は
日
本
車
に
肉
薄
す
る
よ

う
に
な
っ
た
米
国
車
で
あ
っ
て
も
、
消
費
者

満
足
度
で
は
日
本
車
か
ら
圧
倒
的
に
離
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
新
聞

に
掲
載
さ
れ
る
新
車
批
評
記
事
で
は
、
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
に
使
わ
れ
る
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

部
品
の
質
感
の
高
さ
や
部
品
間
の
つ
な
ぎ
目

の
幅
が
一
定
で
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
が
重
要

な
判
断
基
準
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、

単
に
故
障
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
超
え
た
「
作

り
こ
み
」
に
よ
る
完
成
度
の
高
さ
を
備
え
た

「
品
質
」
で
あ
る
。 

 

ど
ん
な
に
「
品
質
と
生
産
性
」
を
現
場
レ

ベ
ル
で
管
理
で
き
た
と
し
て
も
、
「
ど
の
よ

う
な
車
を
開
発
す
る
の
か
」、「
ど
の
よ
う
に

販
売
す
る
の
か
」、
と
い
っ
た
経
営
上
の
問

題
は
Ｕ
Ａ
Ｗ
側
の
手
の
届
く
範
囲
を
超
え
て

い
る
。
労
働
組
合
員
の
ほ
と
ん
ど
が
生
産
労

働
者
で
あ
り
、
労
使
協
調
が
生
産
現
場
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
ゲ
ッ
テ
ル
フ
ィ
ン

ガ
ー
会
長
は
、
「
品
質
、
生
産
性
は
わ
れ
わ

れ
が
達
成
し
た
。
売
れ
る
車
を
開
発
す
る
の

は
経
営
者
の
責
任
だ
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、

労
使
協
調
が
「
品
質
と
生
産
性
」
改
善
の
原

動
力
だ
っ
た
と
し
て
も
、
生
産
現
場
に
留
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
「
作
り
こ
み
」
に
よ
る
完

成
度
の
高
さ
を
備
え
た
「
品
質
」
を
達
成
す

る
障
壁
に
な
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
は
難
し

く
な
い
。
「
作
り
こ
み
」
に
留
ま
ら
ず
、
ど

の
よ
う
な
車
に
市
場
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
、

そ
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
開
発
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
と
い
う
企
業
内
の
連
携
が
米
国
自
動

車
企
業
内
に
な
か
っ
た
と
さ
え
思
え
る
。
デ

ト
ロ
イ
ト
市
内
の
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ク
ラ
イ
ス

ラ
ー
工
場
の
労
働
組
合
委
員
長
は
、
時
間
給

労
働
者
が
、
月
給
制
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
と
区
別
さ
れ
て
い
る
状
況

に
関
し
て
、
「
労
組
が
経
営
者
側
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
な
ら
ば
、
給
与
の
差
が
あ
ま
り

な
く
、
か
つ
経
営
側
か
ら
人
間
的
に
扱
わ
れ

る
べ
き
だ
」
と
話
し
て
い
た
。
「
品
質
と
生

産
性
」
向
上
の
た
め
に
労
使
協
調
を
行
っ
て

経
営
に
協
力
を
し
た
こ
と
で
、
生
産
現
場
に

限
ら
な
い
経
営
全
体
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、

大
学
院
等
で
労
組
幹
部
が
経
営
を
学
ぶ
こ
と

も
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
ど

ん
な
に
市
場
シ
ェ
ア
が
下
が
っ
て
も
生
産
現

場
以
外
に
は
手
を
出
せ
な
い
と
い
う
歯
が
ゆ

さ
が
あ
る
。
労
使
協
調
と
は
い
っ
て
も
、
月

給
制
と
時
間
給
制
と
い
う
区
別
が
企
業
的
に

連
綿
と
し
て
続
い
て
い
る
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
な
け

れ
ば
時
間
給
労
働
者
の
雇
用
が
守
ら
れ
る
と

い
う
保
障
は
格
段
に
下
が
る
。 

 

労
使
関
係
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も

新
し
い
変
化
が
見
ら
れ
て
き
た
。
ダ
イ
ム
ラ

ー
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
で
は
、
第
二
、
つ
ま
り

企
業
別
の
レ
ベ
ル
が
第
三
の
ロ
ー
カ
ル
・
レ

ベ
ル
の
ロ
ー
カ
ル
労
働
協
約
の
内
容
に
決
定

権
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
ロ
ー
カ
ル
労
働
協
約
の
中
に
、

生
産
シ
ス
テ
ム
の
方
法
論
が
直
接
に
織
り
込

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い

て
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
が
最
も

危
機
的
な
経
営
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
労
働

組
合
員
に
対
し
て
は
「
解
雇
か
協
力
す
る
か
」

の
選
択
肢
し
か
な
い
と
労
組
幹
部
が
発
言
し

て
い
る
。
こ
の
結
果
、
ロ
ー
カ
ル
・
レ
ベ
ル

で
、
生
産
現
場
で
経
営
側
の
行
き
過
ぎ
に
労

組
が
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
機
能
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。 

　
と
こ
ろ
で
、
北
米
で
現
地
生
産
を
行
う
日

本
自
動
車
企
業
に
と
っ
て
、
現
段
階
の
Ｕ
Ａ

Ｗ
に
よ
る
労
使
協
調
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
の

組
織
化
を
受
け
入
れ
る
機
が
熟
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
を
と
り
ま
く

労
使
関
係
の
枠
組
み
は
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
、

労
使
協
調
を
行
う
組
合
へ
と
進
化
し
た
。
一

方
で
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
労
使
協
調
が
生
産
現
場
に

留
ま
る
ジ
レ
ン
マ
の
中
に
い
る
。
時
間
給
と

月
給
と
い
う
制
度
の
壁
を
取
り
払
っ
た
上
で
、

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
も
含
め
た
日
本
的
な
労
働

組
合
を
導
入
し
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
培
っ
て
き
た
経

営
参
画
意
欲
を
活
用
す
る
と
い
う
こ
と
も
可

能
な
段
階
に
な
っ
て
き
た
と
言
え
る
よ
う
な

場
面
に
何
度
か
出
会
っ
た
。
組
織
化
を
防
ぐ

た
め
、
弁
護
士
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
人
事

部
な
ど
に
要
す
る
コ
ス
ト
も
企
業
側
に
と
っ

て
は
決
し
て
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。
む

し
ろ
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
を
弁
護
士
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
代
わ
り
に
、
企
業
競
争
力
向
上
の
た
め

の
原
動
力
と
し
て
活
用
す
る
、
こ
の
こ
と
が

荒
唐
無
稽
な
話
で
は
な
い
ほ
ど
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
は

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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や
ま
ざ
き
・
け
ん
／
二
〇
〇
三
年
三
月
か
ら

三
年
間
、
旧
日
本
労
働
研
究
機
構
（
現
労
働

政
策
研
究
・
研
修
機
構
）
を
休
職
し
、
在
デ

ト
ロ
イ
ト
総
領
事
館
に
専
門
調
査
員
と
し
て

勤
務
。
経
営
情
報
学
修
士
。
専
門
は
人
材
戦

略
。
現
在
は
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
、

研
究
調
整
部
勤
務
。
連
絡
はyam

azaki@
jil. 

go.jp

ま
で
。 




